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農業農村整備政策（農業農村工学会 農業農村整備政策研究部会報），No.7，2021 年 3 月 

＊ 農研機構農村工学研究部門 ＊＊岡山大学農学部     キーワード 豪雨災害，内水リスク，外水リスク，リアルタイム評価 

6 

豪雨災害リスクのリアルタイム予測システムの構築 

－ システム構成と令和元年台風 19 号時の事例検証 － 
 

Development of a Real-Time Prediction System for Heavy Rainfall Disaster Risks   
- System Configuration and Verification on Typhoon No. 19 in 2019 - 

 

 

I. はじめに 

近年は，活発な線状降水帯や巨大台風に伴う激し

い豪雨が頻発している．豪雨時の被害を回避・軽減

するためには，水害に対する意識の向上に加え，事

前に被害予測等の情報を知ることが重要である．例

えば避難勧告等に関するガイドライン 7）では，防災

情報を警戒レベル 1 から 5 のような段階で提供する

とともに，レベル別に取るべき行動の関係を明確化

し，防災意識の高い社会の構築を目指している．防

災情報の判断基準としては，気象庁が土壌雨量指

数，表面雨量指数，流域雨量指数等の予測情報を配

信している．その他，河川の洪水や浸水被害に関す

る事前情報として各地域でハザードマップが整備さ

れており，国土交通省が運営する川の防災情報で

は，河川の水位・流量，カメラ映像等のリアルタイ

ム情報を配信している．防災業務の関係者は，これ

らの情報から状況を把握しながら必要な判断を行っ

ている． 

農業分野においても，豪雨時には県や土地改良区

の関係職員が農業用ダムや排水機場等の水利施設で

警戒態勢に入り，河川部局等と連携しながら対応に

あたる．水害は農業に対しても大きな被害をもたら

すことから，可能な限り被害の回避と軽減を図るこ

とが望まれる．しかし，農業分野では広域に配置さ

れている農地や排水路，河川状況を面的にカバーす

る観測網は持っておらず，水害の発生に関係する内

水，外水の状況は職員の見まわりや関係先からの情

報提供等に頼る部分が大きい．前述のように被害を

回避／軽減させるためには，地区内に面的に広がる

現在および予測のリスク情報を早期に把握すること

が肝要となる．さらに言うと，施設操作には内水と

ともに外水の情報が関連するため，この二つの情報

を同時に知ることができれば有益と考えられる． 

そこで本研究では，施設管理者支援を目的とし

て，全国を対象とした豪雨時の内水および外水リス

クの評価システムのプロトタイプを構築した．ここ

では，システムの構成を紹介するとともに，日本広

域に大きな被害を与えた令和元年台風 19 号

（Hagibis）時の状況を事例としたリスク評価の検証

結果を報告する．なお，本研究の詳細は皆川ら

（2021）を参照されたい． 

II. 構築したシステムの概要 

図-1 に，構築したシステムの概要図を示す．シ

ステム内部では，気象庁から配信される全国の

レーダー解析雨量（以下，解析雨量）及び 15 時間

先までの降水短時間予報を毎時受信する．その他

皆川 裕樹＊ 吉田 武郎＊ 工藤 亮治＊＊ 相原 星哉＊  
（MINAKAWA Hiroki） （YOSHIDA Takeo） （KUDO Ryoji） （AIHARA Seiya）  

農研機構

農村工学研究部門サーバー（1時間毎に更新）

分布型水循環モデル

全国5kmメッシュサイズ

・河川流量

日単位データ
（降雨量以外）

豪雨災害リスク評価／配信
（15時間先まで）

外水リスク指標
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図-1 豪雨災害リスク評価システムの概要 
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Analysis of unsubsidized public works budget system for farmland and rural Improvement 
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